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そのための総合的な基礎
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や社会変革との い理解が不可欠で 、そのための総合的な基礎

などを開講し、

［計画書］ ［報告書］

研究会の名称 化学生物総合管理学会　化学物質総合経営学基礎教育研究会 2013     年度

題目 化学物質総合管理学や規範科学の基礎教育のあり方を検証 当初、2013年度知の市場の科目として、化学物質総合経営学教育研究会

参加者 ◎　増田　優 奥田有香 赤松孝将 　○　榎　尚史 (2013年10月時点） において、「化学物質総合経営基礎論」、「規範科学基礎論」を開講したが、

（座長◎　副座長○） 基礎教育の重要性が見えてきたため、化学物質総合経営学基礎教育

研究会を新たに発足させた。

2013年度の結果も踏まえ、知の市場における2014年度開講に向けて

以下のシラバスを検討･作成した。

「化学物質総合経営学基礎論」、「UT135規範科学基礎論」

研究開始年月及
研究終了予定年

び
月

０　月　2013年　１ ～ 2015年　３　月 企画運営委員会受理　　　　　2014年３月１４日　　　　

研究の目的 リスク管理を社会に定着させるためには、規範科学に対する理解を向上させるとともに技術革新         　年度

や社会変革とのかかわりなども含めた幅広い理解が不可欠でありかかわりなども含めた幅広 あり

教育の在り方について実践を通して調査研究する。

研究計画の内容 知の市場の科目として、「化学物質総合経営学基礎論」や「規範科学基礎論」

受講者との対話を通じて、基礎教育のあり方について検証する。

企画運営委員会受理　　　　   　年　　月　　日　　　　

          　年度

企画運営委員会受理　　　　     　年　　月　　日　　　　

受理番号 企画運営委員会　受理 　　　2014年
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